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＊Zoomにて開催します。

皮膚を起点とする神経免疫研究
～留学で広がった研究の視点～

京都大学医学部附属病院皮膚科

皮膚は免疫臓器であると同時に、感覚神経・自
律神経による豊富な支配を受ける。近年、皮膚を
起点とする神経入力が局所炎症のみならず、遠隔
臓器の免疫応答にも影響することが明らかになり
つつある。本講演では、留学中に取り組んだ迷走
神経耳介枝を介する皮膚感覚入力による肺アレル
ギー炎症制御を中心に、皮膚から全身へ広がる神
経免疫研究と、留学を通して得た研究の視点につ
いて紹介する。

助教 渋谷 倫太郎先生
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